
能登半島地震からの復興に向けた活動について

2024.5.24
⼀般社団法⼈能登乃國百年之計

【格納資料】
・本資料
・能登復興ビジョンライブラリに寄せられた市⺠の声
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⼀般社団法⼈能登乃國百年之計
〜活動内容紹介〜



1.⼀般社団法⼈能登乃國百年之計について

名称 ⼀般社団法⼈能登乃國百年之計

設⽴ 2024年4⽉9⽇

所在地 ⽯川県⾦沢市⼩橋町２－１７

役員

代表理事︓林 俊伍
㈱こみんぐる 取締役
※⽯川県珠洲市在住

副理事⻑︓岩城 慶太郎
アステナホールディングス㈱ 取締役
スペラファーマ㈱ 代表取締役社⻑
(公財)岩城留学⽣奨学会 理事
※⽯川県珠洲市在住

理事︓海⽼原 城⼀
アクセンチュア㈱ ビジネスコンサルティング本部
ストラテジーグループ
サステナビリティプラクティス⽇本統括

ウェブサイト https://notonokuni.or.jp/
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（参考）前⾝団体である能登半島地震避難者受⼊基⾦での活動実績

P5/P23



2.私たちが⼤事にしたい「能登復興への想い」

・豊かな⾃然環境が保たれた場所であってほしい

・伝統的な祭りや⽂化が継承されてほしい

・⾃⽴分散型地域のトップランナーになっていてほしい

・⼈の繋がりが強いところが能登の強さ、それを維持
したい

・⽔とエネルギーが⾃分達の地域で賄えている循環
型社会ができているといい

・緑豊かな⾃然と最先端の技術が融合した持続可
能な社会の模範として発展してほしい

住⺠による復興への想い

寄せられた声の⼀部抜粋

⼤切にしたい能登らしさと未来への想い

能登⼈

⼈、⾃然・環境が
共存した⽣活を維
持したい

変わらぬ
能登の⾵景で
あってほしい

⾃らの暮らしを
⾃らで

デザインしたい

能登ならではの
⽣業や伝統を
守りたい

祭り

⽣業⾃然
の⼒

⽇本の
原⾵景

豊かさ

⼈の
優しさ

⾥海
⾥⼭

集落単位の
コミュニティを
⼤事にしたい

不便

地域の
⼀体感

世界
農業
遺産

多様性

発酵
技術

⾃由
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3.私たちの能登復興コンセプト －①最⼩公倍数 ②ステルス ③オフグリッド

ドローンハブ ライドシェア

ドローンハブ

町機能、病院、学校
を集約し機能強化

コンパクトシティセンター

①みんなちがって、みんな能登
機能集約と分散により中央機能を強化し、
各集落は最⼩公倍数的な復興を⽬指す

③古いのに新しい、⼀流の⽥舎
社会インフラをオフグリッド化し、地域のレジリエ
ンスを⾼めるとともに、医療や教育を含む⽣活
モデルも⼀新することで“最尖端”を⽬指す

3市3町の垣根を超えた能登⽣活圏

他⾃治体、他県の
学校とのリモート接続

②ちょっと新しい、いつも通り
アナログとデジタルを意識することなく暮らして
いける”ステルスな”⽣活圏の形成を⽬指す

町機能の⼀部

ライドシェア︓
各集落とシティセンターを結ぶ乗り合い
タクシーのようなものを想定

町機能の
⼀部

ドローンハブ︓
シティセンターから各集落へ運ばれた物資
をドローンで配送するロッカー

町機能の
⼀部
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被災のため販路を喪失した
事業者のためのハンズオフ型

ECサイト

「能登のステキ写真展」や、インスタラ
イブ「そうだ、能登の話をしよう。」など、

能登の過去・現在を知り、
未来を共創するための情報発信

町づくり協議会・復興⽀援団体・⾃
治体の情報連携を促進し、被災地
外から応援する法⼈・個⼈に情報提
供をするためのプラットフォームの運営

4.６つの事業と優位性 ー能登復興をリードする活動実績

市⺠の想いを反映した復興のため、
市⺠が⼼より実現したいと願う
「能登の未来」の姿を収集・発信

能登復興ビジョンのライブラリ 「能登之國百年之計」１

復興計画の策定と実装を担い、
各地域/集落の未来のリーダーとなる
「若きイニシアティブ」を育成

能登復興イニシアティブの育成 「能登之國百年塾」2

能登復興団体のプラットフォーム 「能登之國ポータル」3

能登の未来を創るメディア 「能登乃國メディア」4

被災した⾼校⽣・⼤学⽣等に対して
（公財）岩城留学⽣奨学会から
年間120万円の給付型奨学⾦を
⽀給するための寄付集めの⽀援

被災した学⽣への給付型奨学⾦ 「能登之國奨学会」5

被災事業者のためのECサイト「能登之國楽市」6

掲載数No.1

代替サービス無し

累計3万⼈以上にリーチ

唯⼀の「給付型」

唯⼀の「無料EC」

県や市町とも連携済
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5.各事業の役割と関連性 ー被災地内外を繋ぎ、復興への関与度合いを⾼める

復
興
#
$
主
体
的
関
与
度
合
,

⾼

低

被災地内 被災地外

無関⼼

消極⽀援者

積極⽀援者

フォロワー層

アクティブ層

復興
イニシアティブ

在外
能登⼈

能登復興メディア
「能登乃國メディア」

能登への興味喚起

復興ECサイト
「能登乃國楽市」 応援

購⼊

イニシアティブ育成
「能登乃國百年塾」

情報プラットフォーム
「能登乃國ポータル」

ビジョンライブラリ
「能登乃國百年之計」

ビジョン投稿による
復興への参加

ビジョン閲覧による
意識向上

情報提供
参加

復興アイディアの
提供

情報発信 情報発信

給付型奨学⾦
「能登乃國奨学会」

参加

参加者の連携

出店
輩出
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6.各事業の推進体制 ー70名を超えるボランティアと10社の法⼈パートナー
能登復興ビジョンのライブラリ 「能登之國百年之計」１

能登復興イニシアティブの育成 「能登之國百年塾」2

能登復興団体のプラットフォーム 「能登之國ポータル」3

能登の未来を創るメディア 「能登乃國メディア」4

被災した学⽣への給付型奨学⾦ 「能登之國奨学会」5

被災事業者のためのECサイト「能登之國楽市」6

法⼈パートナー
アクセンチュア㈱
⽇本ワイドコミュニケーションズ㈱

法⼈パートナー
アステナホールディングス㈱

法⼈パートナー
㈱Asian Bridge

法⼈パートナー
46000㈱
㈱ユニフォームネット

法⼈パートナー
(公財)岩城留学⽣奨学会
㈱ガクシー

主担当︓森⼭知世
担当  ︓荒井智恵⼦

 ︓林佳奈

※ほか、聞き⼿ボランティア
約30名

主担当︓別川美穂
担当  ︓⽻⽣⽥⽂登

 ︓兼政隆司

※ほか、運営ボランティア約25名

法⼈パートナー
㈱TYO
グーパス㈱

主担当︓岩城慶太郎
担当  ︓林俊伍

 ︓徳野新太郎

※⼊塾者13名（4⽉1⽇時点）

主担当︓⾈⽊ 拓也
担当  ︓岩城慶太郎

 ︓林佳奈
 ︓森⼭知世

主担当︓TBD
担当  ︓⽥代⼤輔

※現在システム開発中

主担当︓越後⿓⼀
担当  ︓奥野⽂雄

 ︓さわひらき
 ︓本⼝夏美
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7.私たちの活動のアウトカム－被災地内外の市⺠同⼠による復興計画の策定と実装

リーダー

リーダー
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収集した市⺠の声から検討した
「能登の未来」実装プラン



平均的な機能を各所へ配置するのではなく、集約により中央を強化した上で必要な機能のみを集落に残すことで、住⺠を取り残さず
に質の⾼い⽣活圏を形成する。

コンセプト①
みんなちがって、みんな能登

コンセプト②
ちょっと新しい、いつも通り

コンセプト③
古いのに新しい、⼀流の⽥舎

ドローンハブ ライドシェア

ドローンハブ
町機能、病院、学校
を集約し機能強化

コンパクトシティセンター

①みんなちがって、みんな能登
機能集約と分散により中央機能を強化し、
各集落は最⼩公倍数的な復興を⽬指す

町機能
の⼀部

町機能
の⼀部

能登⽣活圏

他⾃治体、他県の学
校とのリモート接続町機能の⼀部

8.能登復興コンセプトのおさらい – 8.1 みんなちがって、みんな能登
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コンセプト①
みんなちがって、みんな能登

コンセプト②
ちょっと新しい、いつも通り

コンセプト③
古いのに新しい、⼀流の⽥舎

ステルスに最先端技術を取り⼊れることで効率化したリソースを、能登ならではの⽣活環境や営み、伝統にシフトさせ、より能登らしさ
（アナログ）を強化したまちを作る。

ドローンハブ ライドシェア

ドローンハブ
町機能、病院、学校
を集約し機能強化

コンパクトシティセンター

町機能
の⼀部

能登⽣活圏

他⾃治体、他県の学
校とのリモート接続

②ちょっと新しい、いつも通り
アナログとデジタルを意識することなく暮ら
していける”ステルスな”⽣活圏の形成を
⽬指す

町機能の⼀部
をデジタル化町機能

の⼀部

8.能登復興コンセプトのおさらい – 8.2 ちょっと新しい、いつも通り
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コンセプト①
みんなちがって、みんな能登

コンセプト②
ちょっと新しい、いつも通り

コンセプト③
古いのに新しい、⼀流の⽥舎

インフラやエネルギーを中央に依存した状態から地産地消型へ転換し、それを地域で維持することで強靭な集落を形成する。また医
療や教育を含む⽣活モデル全体を変⾰することでより持続可能性の⾼い地域の構築を⽬指す。

ドローンハブ ライドシェア

ドローンハブ
町機能、病院、学校
を集約し機能強化

コンパクトシティセンター

町機能
の⼀部

町機能
の⼀部

③古いのに新しい、⼀流の⽥舎
⽣活インフラを地産地消に転換し地域のレジリ
エンスを⾼めるとともに、医療や教育を含む⽣活
モデルも⼀新することで“最尖端”を⽬指す

能登⽣活圏

他⾃治体、他県の学
校とのリモート接続町機能の⼀部

8.能登復興コンセプトのおさらい – 8.3 古いのに新しい、⼀流の⽥舎
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これらのコンセプトは⽯川県復興計画の4つの柱と網羅的に関連している。各項⽬とのリンケージは以下の通りである。
（4つの柱は5/20に公開された「⽯川県創造的復興プラン(仮称)」による）

コンセプト①
みんなちがって、みんな能登

コンセプト②
ちょっと新しい、いつも通り

コンセプト③
古いのに新しい、⼀流の⽥舎

私たちの能登復興コンセプト ⽯川県創造的復興プランの4つの柱

オフグリッド集落が与える「⼈・社会・環境」への
インパクトを指標化

⽣産者とバイヤーをつなぐデジタル競り
“シン・北前船”プラットフォームの形成

能登で産まれ⽼いるまでをカバーする
能登⼈超健康集落の形成

・能登の専⾨性と多様性を学習できる学び舎
・能登に住む・訪れる、すべてのヒトモノのアクセ

スを“線”から“⾯”に転換

具体例

教訓を踏まえた
災害に強い地域づくり1

誰もが安全・安⼼に暮らし、
学ぶことができる環境・地域づくり4

9.コンセプトと復興計画の関連性
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4. ⽯川県復興計画5つの柱

災害レジリエンスの向上と同時に環境、社会、個⼈の3つの観点からサステナブルなオフグリッド集落モデルを形成。集落の持続性を
評価する指標を作り、観測できるモデル地域として世界に発信する。

・⾃律分散型の地域が災害に強いというのを改めて感じた。能登は100年後に向けて、⾃律分散型地域のトップランナーになっていてほしい。（七尾市、40代）
・電⼒会社や上下⽔道に頼らないオフグリッドな家、まちづくりが確⽴されれば、元の能登らしい街並みが再⽣・維持できるかもしれない。（珠洲市、40代）

能登復興ビジョンライブラリに寄せられた市⺠の声

持続可能なオフグリッド集落モデルと指標づくり
“オフグリッド集落スコア”でサステナブルなオフグリッド集落を⽬指す

能登

出資者
(投資家、企業)

⽀援組織
(NPO,(⺠間))
サービス団体の⽀援

サービス団体
(NPO)

オフグリッド環境の提供

受益者
（能登⼈）

評価団体
(⺠間、コンサル)

・評価モデルの作成
・データの分析、可視化
・各地域のオフグリッド施策を評価

評価報告

初期費⽤/評価結果

出資 ESG成果

サービス提供

例︓環境評価による持続的なサイクルを⽣み出す仕組み

9.1 教訓を踏まえた災害に強い地域づくり みんなちがって、みんな能登

ちょっと新しい、いつも通り

古いのに新しい、⼀流の⽥舎

⾃治体

オフグリッド集落スコア
3つの観点

①環境︓エネルギー循環率を評価
各集落のオフグリッドシステムによるエネルギー循環率を定量
的に調査、評価を実施（例︓CO2やリサイクル率など）

②社会︓社会課題解決率を評価
オフグリッド集落での⽣活で予防できる社会的問題について
定期的な調査、評価を実施（例︓孤独死や孤⽴など）

③個⼈︓ウェルビーイングを評価
オフグリッド集落での⽣活における幸福度について定期的な
調査、評価を実施（GDPではない幸福度指標作り）

P17/P23



漁業

⽔産加⼯
（発酵など）

⽣産者 能登⺠間組織
（能登の⿂屋を含む） 競り 落札者 消費者

• 出品作業
• 活⽤⽅法の発信
• 仕分け作業

Ø利⽤⿂/未利⽤⿂
Ø観光資源確保

ネットオークション

⼩規模オークション
（個⼈向け）

⼩売業者、飲⾷店、
卸業者

個⼈

• 必要機材の調達
• ⽣産者への機材
シェア

⺠間
（機材調達）

伝統ｘ経験値（ノウハウ）ｘデジタルのかけ合わせにより従来の競りをDX化し、⽣産から仕⼊れまでをダイレクトに連結した
新たなプラットフォーム、“シン・北前船”を形成する。

競りのDX化により⽣まれる新たなプラットフォーム ”シン・北前船”

・漁業はかなり壊滅的だが、逆に新しく切り開いていけるチャンスがあるとも捉えられる。漁業なくして能登は無い、継続的に注⼒し続けて新しいモデルを作るしか無い。（⾦沢市、40代）
・今回の災害で能登へのアクセスの問題も浮き彫りになった。陸路に頼るだけではない、能登ならではの海路の可能性も探すべきだと思います。（能登町、10代）

能登復興ビジョンライブラリに寄せられた市⺠の声

・漁獲物の識別
・漁獲量の計測

が⽔中でも可能となる

【ICTを活⽤した機材】
・スマートセンサブイ
・スマートカメラブイ
・⽔中カメラ など

9.2 能登の特⾊ある⽣業(なりわい)の再建 みんなちがって、みんな能登

ちょっと新しい、いつも通り

古いのに新しい、⼀流の⽥舎

定置網に⼊っている状態で競り
を⾏うダイレクト取引

・能登未利⽤⿂の販路開拓
→能登伝統の加⼯を施すことで付加価値を
付けた状態で競りに出せる

メリット①︓“能登の味“を全国へ

取引された⿂のみを⽔揚げすることでフードロスの削減、
環境保全に寄与する

メリット②︓環境保全

メリット③︓
新鮮さの向上、
特産品へのアクセス

が多様化

プロセスをPKG化することでその他産業
にも横展開していくことが可能
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市⺠のヘルスケア情報を⼀元管理する“能登⼈のカルテ”により、能登で産まれ⽼いるまでをカバーする健康集落を⽬指す。

・⾼齢化が進む能登地⽅は、デジタル化によって病院に通う⾼齢者が助かる。（⼩松市、10代）
・DXなど技術⾰新による医療アクセス格差の是正が必要。（⾦沢市、20代）

能登復興ビジョンライブラリに寄せられた市⺠の声

超限界集落から超健康集落へ

1. ライフステージの変化に合わせて必要な情報を収集
妊娠中や幼少期など、体の変化に合わせて必要な情報は
変容するため、収集する情報を切り替え⼀元管理。

2. 収集したデータを基に健康アドバイスを実施

3. 市⺠の⾏動変容につながり、地域全体を健康集落
へと導く

妊婦のヘルスケア
幼児のヘルスケア

各家庭
家電と連携した健康管理

・⾒守り
・内服リマインド
・⾷事管理

病院

カルテ

分析
結果 提⾔

モニタリング、
健康アドバイス
⼀元化したデータを基に各
個⼈の健康状態を分析

集会所＋リハビリステーション

ウェアラブル
端末

家電

簡易医療
器具

健康マシン

運動の機会増⻑
→・予防医療
 ・介護予防

⾼齢者のヘルスケア

データの⼀元管理

健康ポイントを算出

データ分析
AI活⽤による
疾患予測

ポイント付与によるインセンティブの向上

ライフステージに
応じて収集情報
や提供する医療
を切り替え

PLR
(パーソナルライフログ)

ローカルNPO

9.3 暮らしとコミュニティの再建 みんなちがって、みんな能登

ちょっと新しい、いつも通り

古いのに新しい、⼀流の⽥舎

健康集落プラットフォーム”能登⼈のカルテ”
監督、⽀援

⾃治体
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能登らしい専⾨性と域外の教育とをかけ合わせ、⽣徒が主体的にカリキュラムを選択できるオープンかつ多様な”能登の学び舎”を
実現する。

Ø カリキュラムに能登らしさを持たせ、能登の⽣業を継承するきっかけを作る

Ø 域外の教育機関とも連携し、教育格差を無くす

• 各地域の学校を維持しつつ、地域の特⾊を活かした授業をつくる
• 各学校がリアル/バーチャルに連携し相互の授業を履修できる制度を整え、どの学校の
カリキュラムを学ぶか、⽣徒が選べる

• 能登⼈にとって進路の可能性を広げるとともに、特⾊を活かして能登外からも⽣徒を呼
び込む

• 能登外の学校との共同オンライン授業により、得られる情報量の格差を是正する
• 開かれた能登の授業に他校⽣徒が参加し、関係⼈⼝を創出する

農業の特⾊
をもった学校

漁業の特⾊
をもった学校

林業の特⾊
をもった学校

⼯芸の特⾊
をもった学校 先端教育の特⾊

を持った学校

・ICTを活⽤すれば、奥能登にいても世界とつながり、逆にどこにいても奥能登の教育を受けることができる。（⽳⽔町、50代）
・授業、医療、情報における孤⽴に対策し、距離をカバーできる「遠くても近い能登」が実現したらいいな。（⽩⼭市、30代）

能登復興ビジョンライブラリに寄せられた市⺠の声

能登外
の学校

能登らしさを持つアクティブな学び場への転換

9.4 誰もが安全・安⼼に暮らし、学ぶことができる環境・地域づくり みんなちがって、みんな能登

ちょっと新しい、いつも通り

古いのに新しい、⼀流の⽥舎

オープンかつ多様な”能登の学び舎”
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能登に住む・訪れるすべてのヒトモノのアクセスを"線"から"⾯"に転換する。

Ø のと⾥⼭空港を⼼臓にした“ヒトモノ⼤動脈”の構築

Ø 奥能登まで⾏き届く”ヒトモノ⽑細⾎管”の構築
• ハブから各集落や学校、観光資源へのアクセスにはライドシェアを活⽤
• ⾞両はマルチタスクとし、⼈的輸送と物的輸送を統合
• 更なるアクセシビリティ向上に向け、ドローン配送拠点（※）を集落に設置
※ボラまちやぐらや旅館などの観光資源をハブ/ロッカー化

• ⾃動運転バスや⾃動運転トラック専⽤レーンによる奥能登へアクセス効率向上
• 複数社共同運⾏、事業者団体による設計・維持で効率性、持続性を確保

のと⾥⼭空港

9.4 誰もが安全・安⼼に暮らし、学ぶことができる環境・地域づくり みんなちがって、みんな能登

ちょっと新しい、いつも通り

古いのに新しい、⼀流の⽥舎

持続可能な”⾯”交通網を構築する3つの視点

積み込み
/積下し

乗⾞/
降⾞

積み込み
/積下し

乗⾞/
降⾞

積み込み
/積下し

乗⾞/
降⾞

⾃治体︓インフラ
運⾏︓⺠間

（複数社による共同）

⾃治体︓インフラ
運⾏︓⺠間

（複数社による共同）

ライドシェア⾃動運転専⽤
区画

Ø 断絶させない”ヒトモノバイパス”の構築
• 各集落にヘリポートを設置
• 通常時は観光客向け交通⼿段として活⽤
• 災害等発⽣時には避難や⼀時帰宅⼿段、物資輸送として活⽤

HH

事業者団体︓全体設計
⽀援組織
⺠間

・100年後には⽂明の⼒で交通が便利になり、⾦沢から30分で、海⽔浴に、畑を耕しに、⼣陽や星空を⾒に、真浦に来られるようになってほしい。（珠洲市、50代）
・交通インフラの発展により都市部で病気の早期治療ができるようになってほしい。（輪島市、10代）

能登復興ビジョンライブラリに寄せられた市⺠の声

暮らしを描く”能登の⽷かけ”
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10.今後の活動について

当団体は今後引き続き3つのミッションを基に活動を進め、「能登の未来」実装プランを更新し続けていく予定である。
能登市⺠の想いを反映した復興計画を実現するために、今後とも随時情報連携をさせていただきたい。

• 能登に住む市⺠の復興ビジョンの収
集・発信を継続するが、現時点では
まだ未来を語れる市⺠の絶対数が少
ないため、⾜の⻑い活動をする必要を
感じている

復興ビジョンの収集・発信１

「⽯川県創造的復興プラン」の
能登市⺠向け説明キャラバンを
私たちと共にして頂けないか︖

• 「能登乃國百年塾」は被災した⾼校
⽣から⼤学⽣を対象に⽉に１回開催
しており、これを徐々に⼤きな取り組
みにしていきたい

復興イニシアチブの育成２

「能登乃國百年塾」の講師を
⽯川県庁から派遣して頂けないか︖

• 現時点で復興団体・⽀援団体・⾃治
体の連携が点と点になっており、これを
⾯のコミュニケーションに変えたい

• ５⽉末に、上記３団体を繋ぐコミュニ
ケーションポータル「能登乃國ポータ
ル」のサービスを開始する予定

能登乃國ポータルの運営３

「能登乃國ポータル」に
⽯川県として団体登録をして

頂けないか︖
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能登を、能登らしい能登にするために。


